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各
地
方
言
の
歴
史
的
研
究
に
は
、
現
代
の
方
言
分
布
か
ら
理
論
的
に
遡
っ
て
歴
吏
を
再
構
成
す
る
言
語
地
理
学
的
な
方
法
と
、
方
言
書

を
始
め
と
す
る
古
文
書
。
記
録
類
と
い
っ
た
文
献
に
現
わ
れ
た
方
言
記
事
を
集
成
し
て
現
代
方
言
と
対
照
す
る
方
法
と
が
あ
る
。
言
語
地

理
学
に
お
け
る
地
図
解
釈
に
も
文
献
に
よ
る
語
史
記
述
が
重
視
さ
れ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
文
献
の
占
め
る
重
要
性
は
高
い
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
口
頭
語
を
含
む
文
献
の
地
方
に
お
け
る
残
存
状
態
は
、
京
都
・
大
阪
や
江
戸
な
ど
の
文
化
的
中
心
地
に
お

け
る
そ
れ
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
く
、
は
な
は
だ
乏
し
い
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
筆
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
元
文
年
間
に
作
成
さ
れ
た
諸
国
の
「
産
物
帳
」
が
、
ほ
ぼ
同
時
に
全
国
的
に
統
一

あ
る
基
準
で
っ
く
ら
れ
た
文
献
（
群
）
で
あ
る
事
実
か
ら
、
方
言
語
彙
の
資
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
収
集
と

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
老
中
か
ら
大
目
付
宛
の
示
達
に
よ
っ
て
権
限
を
え
た
幕
府
の
医
官
丹
羽
正
伯
は
、
翌
享
保
二
〇
年
春
か

ら
全
国
の
藩
領
に
対
し
て
具
体
的
な
産
物
調
査
の
要
綱
を
伝
え
、
命
じ
ら
れ
た
各
藩
領
の
報
告
書
は
、
『
何
国
何
領
産
物
帳
』
と
し
て
国

ご
と
に
作
成
さ
れ
て
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
行
方
は
幕
府
の
正
式
な
記
録
に
跡
を
と
ど
め
ず
、
浬
滅
し
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
方
、
当
時
の
慣
例
に
よ
っ
て
各
藩
な
ど
の
手
許
に
残
さ
れ
た
報
告
書
の
控
え
や
編
纂
作
業
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
文
書
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
写
本
が
、
幸
い
に
も
現
在
な
お
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
い
う
「
産
物
帳
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
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。
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二

　
こ
の
「
産
物
帳
」
に
は
三
種
類
の
も
の
が
存
す
る
、
す
な
わ
ち
初
度
の
調
査
報
告
書
で
産
物
名
を
列
記
し
た
「
本
帳
」
と
、
そ
の
報
告

を
承
け
た
正
伯
が
所
載
産
物
名
だ
け
で
は
種
類
を
特
定
で
き
か
ね
た
も
の
に
○
印
や
△
印
を
付
し
て
返
し
、
．
指
示
の
あ
る
産
物
に
っ
い
て

再
度
作
成
さ
せ
た
「
絵
図
帳
」
と
「
註
書
帳
」
（
両
帳
を
併
せ
て
「
絵
図
註
書
帳
」
と
す
る
例
が
多
い
）
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
控
え
原
本
が
残
っ
て
い
な
い
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
を
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
今
目
伝

わ
っ
て
い
る
写
本
に
っ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
そ
…
の
本
文
の
確
定
に
関
わ
る
問
題
を
伝
本
の
面
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
検

討
の
対
象
を
主
に
「
本
帳
」
部
分
に
絞
り
、
や
や
性
格
を
異
に
す
る
「
絵
図
註
書
帳
」
の
問
題
に
は
触
れ
な
い
。

二

　
「
産
物
帳
」
の
全
国
的
な
収
集
を
図
っ
た
盛
永
俊
太
郎
・
安
田
健
編
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
』
（
科
学
書
院
、
以
下
『
集
成
』
と

酪
す
る
）
が
刊
行
中
で
あ
る
。
そ
の
既
刊
第
w
巻
（
昭
和
六
二
年
二
一
月
）
に
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
『
隠
岐
国
産
物
絵
図

注
書
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
十
一
点
の
カ
ラ
ー
口
絵
を
除
き
、
彩
色
さ
れ
た
絵
図
が
単
色
で
あ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
前
半
に
絵
図
註
書
ど
後
半
に
本
帳
が
備
わ

り
、
語
彙
観
察
の
た
め
に
は
十
分
使
用
で
き
る
文
献
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、
し
か
し
、
解
説
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
他
の
写
本
で
は
な

く
、
東
大
本
を
底
本
に
選
ん
だ
根
拠
に
関
す
る
説
明
が
見
え
な
い
か
ら
、
筆
者
自
身
で
改
め
て
調
べ
な
い
こ
と
に
は
不
安
が
残
る
。
そ
こ

で
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
写
本
六
種
類
に
つ
い
て
筆
者
の
調
査
結
果
を
簡
単
に
述
べ
、
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
言

及
す
る
。
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）

　
さ
て
、
安
田
健
氏
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
に
よ
る
。
）

『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
写
本
は
左
記
の
六
本
が
存
在
す
る
。

（
書
名
は
便
宜
上
各
種
目
録
類
の



　
　
①
　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
　
　
　
　
『
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
』
（
T
8
3
－
㎜
）

　
　
②
　
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
　
　
『
隠
岐
国
産
物
図
会
』
（
3
4
ー
口
5
6
）

　
　
③
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
　
　
　
　
　
　
『
隠
岐
国
物
産
目
』
（
和
蜘
）

　
　
④
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
甲
本
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岐
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産
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絵
図
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（
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1
1
6
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岐
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測
1
2
0
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岐
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卿
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他
に
も
写
本
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
右
六
本
の
簡
単
な
書
誌
的
事
項
に
触
れ
て
、
方
言
資
料
と
し
て
使
用

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
本
文
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
予
め
結
論
的
な
こ
と
を
述
べ
て
お
く
と
、
す
べ
て
の
写
本
を
調
査
し
た
糖
果
、
い
ず
れ
か
一
本
だ
け
で
は
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
を
利
用

す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
本
が
存
在
し
な
い
限
り
や
む
を
得
な
い
結
論
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
諸
本
の
校

合
に
よ
っ
て
そ
の
再
現
に
近
づ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。
一

　
　
　
　
　
　
二
1
2

　
各
写
本
の
書
誌
的
な
事
項
を
簡
単
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
東
夫
本
『
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
』

　
縦
2
6
セ
ン
チ
、
横
1
8
・
6
セ
ン
チ
。
現
在
は
洋
堅
表
紙
に
改
装
。
原
表
紙
は
黄
色
の
横
縞
の
あ
る
も
の
で
、
直
か
に
「
隠
岐
国
産
物
絵

図
　
全
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
紙
に
内
題
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
／
越
智
郡
　
周
吉
郡
　
海
士
郡
　
知
夫
里
郡
」
が
あ
る
、
第
二

紙
か
ら
三
五
紙
に
か
け
て
一
面
に
一
っ
の
産
物
の
絵
図
と
註
書
が
載
り
、
三
六
紙
か
ら
四
三
紙
に
「
隠
岐
国
産
物
」
以
下
本
帳
を
原
則
と

し
て
四
～
六
段
で
記
し
て
い
る
。
絵
図
は
彩
色
が
施
さ
れ
、
註
書
と
本
帳
が
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ
り
表
記
で
あ
る
こ
と
は
、
『
集
成
』
’
か

ら
分
か
る
通
り
で
あ
る
。

　
識
語
の
類
を
備
え
ず
、
書
写
年
代
等
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
来
歴
に
っ
い
て
い
く
ら
か
の
手
が
か
り
は
あ
る
。
ま
ず
、
原
表
紙
裏
に
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岐
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左
の
よ
う
な
寄
贈
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
男
爵
田
中
美
津
男
氏
寄
贈
／
先
代
田
中
芳
男
男
旧
蔵
書
／
昭
和
七
年

次
に
、
原
表
紙
の
裏
打
紙
の
中
に
小
紙
片
が
二
枚
挾
ま
れ
て
お
り
、
取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
。
一
枚
に
は
「
隠

岐
国
出
晶
総
代
／
直
野
重
美
」
と
あ
り
、
そ
の
左
に
別
筆
ら
し
い
字
で
、
「
第
一
　
？
？
’
二
　
鯖
　
三
　
胞
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る

が
墨
が
淡
く
判
読
し
づ
ら
い
。
い
ま
一
枚
に
は
、
「
ヲ
キ
国
／
真
野
重
美
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
片
々
た
る
記
事
か
ら
推
定
を
試
み
る
と
、
寄
贈
印
の
「
田
中
芳
男
」
と
い
う
人
名
は
各
種
の
人
名
辞
典
類
に
載
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
か
ら
容
易
で
あ
る
。
荒
俣
宏
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
政
府
に
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
農
商
務
省
の
初
代
農
務
局
長
が
田
中
芳
男
（
男
爵
、
一

八
三
八
－
一
九
ニ
ハ
）
で
あ
り
、
慶
応
元
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
出
向
し
た
り
、
明
治
六
年
の
万
国
博
覧
会
の
目
本
代
表
を
務
め
た
人

物
で
あ
る
。
尾
張
で
の
修
学
時
代
に
本
草
学
者
伊
藤
圭
介
に
師
事
し
た
縁
で
、
彼
の
物
産
学
に
対
す
る
関
心
は
並
々
で
な
く
、
明
治
十
六

年
三
月
か
ら
東
京
の
上
野
公
園
で
催
さ
れ
た
第
一
回
水
産
博
覧
会
も
彼
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
博
覧
会
に

は
多
く
の
県
か
ら
魚
譜
や
漁
業
図
の
類
が
出
晶
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
あ
な
が
ち
産
物
帳
と
無
関
係
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
面
白
い
こ
と
に
、
荒
俣
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、
水
産
博
覧
会
に
お
け
る
四
等
賞
状
を
受
け
た
中
に
「
島
根
県
」
が
挙
が
っ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
島
根
県
か
ら
何
が
出
晶
さ
れ
た
の
か
確
認
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
紙
片
の
肩
書
「
隠
岐
国
出
品
総
代
」
在
考

え
合
わ
せ
る
と
、
現
東
大
本
が
そ
れ
に
当
た
る
可
能
性
も
あ
る
い
は
存
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
図
譜
の
収
集
な
ど
に
熱
心
で

あ
っ
た
田
中
芳
男
が
別
の
機
会
に
入
手
し
た
か
も
し
れ
ず
、
断
定
は
で
き
な
い
。

　
仮
に
隠
岐
国
あ
る
い
は
島
根
県
か
ら
出
晶
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
東
大
本
の
書
写
は
島
根
県
内
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
伝
来
不
明
の
他
の
写
本
に
対
す
る
東
大
本
の
優
位
が
い
ち
お
う
は
主
張
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
「
真
野
定
美
」
な

る
隠
岐
の
人
物
に
関
す
る
消
息
は
確
認
が
で
き
て
い
な
い
。

　
②
　
岩
瀬
本
『
隠
岐
国
産
物
図
会
』

　
縦
2
6
・
6
セ
ン
チ
、
横
1
8
．
9
セ
ン
チ
。
青
色
の
表
紙
の
左
に
子
持
ち
枠
の
題
嚢
が
貼
ら
れ
、
「
隠
岐
産
物
絵
図
　
全
」
と
書
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
第
一
紙
に
内
題
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
／
越
智
郡
　
周
吉
郡
　
海
士
郡
　
知
夫
里
郡
」
が
あ
り
、
第
二
紙
か
ら
三
五
紙



ま
で
が
絵
図
註
書
、
三
六
紙
か
ら
四
五
紙
ま
で
に
本
帳
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彩
色
さ
れ
た
絵
図
や
、
表
記
が
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ
り
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
内
容
と
も
に
東
大
本
に
よ
く
似
て
い
る
。
識
語
の
類
は
な
く
、
伝
来
に
っ
い
て
の
手
が
か
り
は
全
く
な
い
。

　
③
　
東
博
本
『
隠
岐
国
物
産
目
』

　
縦
2
6
・
2
セ
ン
チ
、
横
1
8
．
8
セ
ン
チ
。
表
紙
は
紺
色
｛
や
や
傷
ん
だ
本
で
、
綴
じ
糸
が
解
け
か
け
て
い
る
。
表
紙
左
に
子
持
ち
枠
の

題
嚢
が
貼
ら
れ
、
「
隠
岐
国
物
産
図
　
全
」
と
記
す
。
表
紙
に
は
「
東
京
帝
室
博
物
館
」
と
「
農
商
務
省
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
。
第
一
紙
に
内
題
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
／
越
智
郡
周
吉
郡
海
士
郡
知
夫
郡
」
が
あ
り
、
各
種
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。
第
二
紙
か
ら
三
五
紙
ま
で
が
絵
図
註
書
、
三
六
紙
か
ら
四
一
紙
に
か
け
て
本
帳
を
載
せ
て
い
る
。
彩
色
絵
図
、
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ

り
表
記
な
ど
前
記
の
二
写
本
と
似
て
い
る
。
文
字
が
小
振
り
で
字
詰
め
も
多
い
た
め
、
本
帳
の
紙
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
、
識
語
は
な

く
、
伝
来
の
事
情
は
分
か
ら
な
い
。

　
④
　
国
会
甲
本
『
隠
岐
国
産
物
絵
図
註
書
』

　
縦
2
8
・
5
セ
ン
チ
、
横
2
0
・
4
セ
ン
チ
、
新
し
げ
な
朱
色
の
表
紙
に
題
嚢
が
あ
っ
て
、
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
全
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
第
一
紙
に
内
題
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
／
越
智
郡
　
周
吉
郡
　
海
士
郡
　
知
夫
里
郡
」
と
あ
り
、
第
二
紙
か
ら
三
六
紙
ま
で
が

絵
図
註
書
、
三
七
紙
か
ら
四
六
紙
ま
で
に
本
帳
都
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
彩
色
さ
れ
た
絵
図
や
表
記
は
前
に
同
じ
く
、
識
語
を
欠
い
て
伝

来
が
不
明
な
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
第
一
紙
に
「
帝
国
図
書
館
」
「
昭
和
廿
丁
十
二
・
廿
四
購
入
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
国
会
乙
本
『
隠
岐
産
物
国
志
』

　
縦
2
6
・
8
セ
ン
チ
、
横
1
6
・
2
セ
ン
チ
。
黄
色
の
表
紙
左
に
題
嚢
が
貼
ら
れ
、
「
隠
岐
物
産
図
志
　
全
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
記
四

本
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
第
一
紙
か
ら
一
〇
紙
ま
で
に
本
帳
部
分
を
収
め
、
一
一
紙
か
ら
四
四
紙
に
絵
図
註
書
が
あ
っ
て
、
順
序
が
逆

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
を
子
細
に
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
書
が
ご
く
新
し
い
写
し
で
あ
り
、
前
記
④
の
国
会

甲
本
を
字
配
り
や
変
体
が
な
の
字
体
に
至
る
ま
で
そ
っ
く
り
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
甲
本
に
存
す
る
漢

字
の
振
り
が
な
を
す
べ
て
省
略
し
て
い
る
た
め
、
資
料
的
価
値
を
著
し
く
低
く
し
て
い
る
。
絵
図
も
心
な
し
か
拙
劣
に
感
じ
ら
れ
る
。
恐

ら
く
甲
本
の
複
本
に
当
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
紙
に
「
帝
国
図
書
館
」
「
昭
和
廿
一
・
十
二
。
廿
六
購
入
」
の
印
が
あ
る
。
こ
こ
に
述
べ

　
　
「
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諾
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



ノ＼

た
理
由
に
よ
っ
て
、
以
下
本
稿
で
単
に
国
会
本
と
し
て
言
及
す
る
の
は
す
べ
て
甲
本
で
あ
り
、
本
書
は
扱
わ
な
い
。

．
⑥
　
名
疏
本
『
出
雲
国
産
物
名
疏
　
隠
岐
郡
』

　
縦
2
1
・
8
セ
ン
チ
、
横
1
5
国
6
セ
ン
チ
。
黄
土
色
の
表
紙
、
，
左
の
題
菱
に
書
名
「
出
雲
国
産
物
名
疏
　
隠
岐
郡
」
が
あ
り
、
郡
名
は
や

や
小
さ
め
の
字
で
あ
る
。
第
一
紙
に
「
隠
岐
国
産
物
」
と
あ
り
、
以
下
ニ
ハ
紙
表
ま
で
に
一
面
宛
一
～
四
の
産
物
の
絵
図
と
註
書
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ニ
ハ
紙
裏
に
「
隠
岐
国
産
物
　
越
智
郡
／
周
吉
郡
／
海
士
郡
／
知
夫
里
郡
」
と
誌
さ
れ
、
一
七
紙
表
か
ら
二
三
紙
ま
で
に
再

び
「
隠
岐
国
産
物
」
に
始
ま
る
本
帳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
細
か
い
字
詰
め
で
穀
類
が
三
段
、
菜
類
以
下
は
原
則
と
し
て
四
段
の
整
然
と

し
た
記
載
方
法
は
、
①
～
④
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
面
は
二
〇
行
を
原
則
と
す
る
。
表
記
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
で
、
漢
字

に
は
振
り
が
な
が
一
切
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
絵
図
は
墨
一
色
で
、
ほ
と
ん
ど
素
描
に
近
い
。
国
会
図
書
館
の
目
録
で
は
書
写
時
期
を

「
江
戸
末
期
」
と
し
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
二
月
二
六
日
付
の
国
立
国
会
図
書
館
の
印
が
あ
る
。
僚
冊
と
と
も
に
『
集
成
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
一
四
紙
裏
「
サ
ぐ
イ
鰐
」
と
一
五
紙
表
「
カ
セ
鰐
」
の
絵
図
が
欠
け
て
い
る
か
ら
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
書
は
独
立
し
た
写
本
で
は
な
く
、
「
出
雲
国
産
物
帳
」
の
本
帳
に
当
た
る
『
隠
岐
国
産
物
名
疏
』
と
、
そ
れ
に
出
雲
の
七
郡
の
絵
図

註
書
と
一
郡
の
本
帳
を
加
え
た
一
〇
冊
本
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
の
一
冊
で
あ
る
。
隠
岐
郡
を
除
く
出
雲
国
関
係
の
冊
に
っ
い
て
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
機
会
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
さ
し
当
り
隠
岐
郡
と
は
別
個
に
扱
わ
れ
る
べ
き
産
物
帳
で
あ
る
。
た
だ
、
隠
岐
郡
の
末
尾
に

「
産
物
之
内
　
献
上
物
　
案
」
と
し
て
「
十
六
島
海
苔
」
な
ど
五
晶
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
集
成
』
m
頁
）
。
い
ず
れ
も
出
雲
国
に
産
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
ぜ
こ
こ
に
載
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
従
っ
て
、
書
写
時
期
や
伝
来
に
っ
い
て
も
他
の
冊
と
同
時
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
が
見
出
し
た
唯
一
の
手
が
か
り
は
、
『
集
成
』
に
欠
け
て
い
る
一
四
紙
裏
「
サ
ぐ
イ
鰐
」
の
絵
図
の
余
白
に

書
き
込
ま
れ
た
次
の
注
記
で
あ
る
。

　
　
嘉
永
癸
丑
極
月
、
茶
町
魚
店
ニ
ア
ル
ヲ
見
化
形
チ
図
ノ
如
、
大
サ
八
尺
許
、
形
色
此
分
ト
同
シ
。

「
嘉
永
癸
丑
」
は
幕
末
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
当
り
、
「
茶
町
」
は
現
在
も
島
根
県
松
江
市
中
心
部
に
あ
る
商
店
街
の
町
名
で
あ

る
。
『
名
疏
』
の
各
絵
図
註
書
に
は
随
所
に
頭
注
が
加
え
ら
れ
、
出
雲
に
重
点
を
置
い
た
書
き
振
り
で
あ
る
こ
と
や
、
楯
縫
郡
の
「
塩
カ

イ
虫
」
の
絵
図
の
書
き
込
み
注
記
に
お
い
て
は
、
「
平
田
ニ
テ
ハ
、
ア
メ
ン
バ
チ
ト
云
フ
」
（
『
集
成
』
㎜
頁
）
と
現
在
の
平
田
市
（
旧
楯



縫
郡
）
に
該
当
す
る
地
名
を
自
明
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
筆
者
は
右
の
よ
う
に
推
定
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
本
書
は
出
雲
国

の
中
で
増
そ
し
て
江
戸
時
代
に
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
た
だ
一
つ
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
念
の
た
め
に
い
う
と
、
国
会
本
『
名
疏
』
の
題
菱
に
は
「
隠
岐
国
」
で
は
な
く
「
隠
岐
郡
」
と
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、
明
治
以
降
に
加

え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
一
本
文
の
書
写
時
期
を
そ
こ
ま
で
下
げ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
考
え
る
。

三

　
さ
て
、
以
上
六
本
の
う
ち
国
会
乙
本
を
除
く
五
本
の
記
事
に
っ
い
て
比
較
し
た
結
果
を
次
に
見
て
み
よ
う
。
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
信
頼
で
き
る
語
形
が
観
察
可
能
な
正
確
な
本
文
が
要
求
さ
れ
る
。
正
確
な
本
文
と
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
原
本
に
可
能
な
隈
り
近
い
本
文
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
写
本
が
目
的
に
叶
う
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
各
写
本
の
本
文
相
互
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
食
い
違
い
が
見
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
大
き
く
見
て
左
記
の
二
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。　

　
A
類
　
　
東
大
本
・
名
疏
本

　
　
B
類
　
　
岩
瀬
本
・
東
博
本
。
国
会
甲
本

　
分
類
の
根
拠
は
本
帳
部
分
で
絵
図
註
書
を
有
す
る
産
物
の
記
載
順
序
の
違
い
に
あ
る
。
始
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
帳
の
産
物
に
対

し
て
江
戸
の
丹
羽
正
伯
が
不
審
を
抱
い
た
場
合
、
○
や
△
印
を
付
け
て
絵
図
と
註
書
あ
る
い
は
註
書
だ
け
の
作
成
を
求
め
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
印
が
付
さ
れ
た
産
物
の
配
列
の
仕
方
が
二
様
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
A
類
で
は
列
記
さ
れ
た
産
物
の
中
に
「
絵
図
前
二
有
」
（
東
大
本
）
や
「
○
」
（
名
疏
本
）
を
頭
に
持
っ
も
の
が
散
在
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
B
類
で
は
魚
類
を
除
く
各
類
の
末
尾
に
纏
め
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
魚
類
に
お
い
て
も
散
在
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
二
個
所
に
分
け
て
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
絵
図
前
二
有
」
の
注
記
を
有
す
る
産
物
が
散
在
し
て
い
な
い
点
は
変
わ
り

が
な
い
。

　
　
「
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諾
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



絵
図
註
書
作
成
の
経
過
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

る
記
載
の
仕
方
は
A
類
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

る
も
の
で
、
本
来
の
形
式
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

そ
も
そ
も
一
度
提
出
さ
れ
た
本
帳
に
正
伯
が
印
を
添
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
期
待
さ
れ

B
類
の
記
載
順
序
は
既
に
本
帳
と
絵
図
註
書
と
が
完
備
し
た
と
き
に
初
め
て
可
能
に
な

（
補
注
）

三
1
1

　
A
類
と
較
べ
た
と
き
の
特
徴
と
し
て
、
B
類
共
通
の
脱
落
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

　
　
本
類
　
○
み
い
み
（
7
7
・
7
）
　
漆
木
・
た
づ
・
真
桑
（
7
7
・
8
）
　
○
た
な
こ
の
木
（
7
8
．
2
）

　
　
　
　
　
お
み
な
へ
し
　
ゆ
き
の
し
た
　
　
　
し
　
や
　
が
　
　
ひ
あ
’
ふ
，
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
か
ら
し

　
　
草
類
　
敗
醤
・
虎
耳
草
。
胡
蝶
花
。
檜
扇
子
（
7
8
．
8
～
9
）
童
葵
葉
（
7
8
・
9
）
　
○
め
ら
（
7
8
・
u
）

　
　
魚
類
　
ね
ん
ふ
つ
ご
（
8
1
・
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
こ

　
　
鳥
類
　
白
さ
ぎ
・
鵠
（
8
2
．
6
）

　
　
虫
類
　
○
ひ
た
ん
（
8
3
・
6
）
　
せ
ん
と
く
虫
（
8
3
・
7
）

　
　
百
姓
給
物
類
　
ふ
ゑ
ん
草
の
穂
・
は
う
こ
草
（
8
4
・
7
）

　
　
　
（
○
印
は
絵
図
註
書
が
あ
る
も
の
。
数
字
は
東
大
本
（
『
集
成
』
）
の
頁
数
と
行
数
。
）

な
ど
の
産
物
名
が
B
類
で
は
い
ず
れ
も
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
A
類
に
は
な
い
B
類
独
自
の
産
物
が
一
例
だ
け
あ
る
。
魚
類
で

「
鯉
い
わ
し
　
大
い
わ
し
」
の
後
に
A
類
に
は
存
在
し
な
い
「
小
い
わ
し
」
の
項
目
が
見
え
る
。
な
お
草
類
の
最
後
に
絵
図
註
書
を
有
す

る
産
物
を
集
め
た
と
こ
ろ
に
「
○
か
く
く
さ
」
と
い
う
草
の
名
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
対
応
す
る
絵
図
は
ど
の
写
本
に
も
存
し
な
い
。
思
う

に
こ
れ
は
B
類
の
祖
本
が
「
か
ら
草
」
を
読
み
誤
っ
て
「
○
か
ら
草
」
と
は
別
に
記
し
て
い
た
の
を
、
各
本
が
受
け
継
い
だ
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
記
載
さ
れ
た
産
物
名
に
付
随
す
る
異
名
の
示
し
方
に
も
、
A
類
が
「
～
共
云
」
「
～
共
申
侯
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
B
類
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
～
と
も
」
を
基
本
と
す
る
な
ど
の
書
式
上
の
違
い
が
あ
る
。



　
表
記
の
細
か
い
相
違
に
な
る
と
、
さ
ら
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
括
弧
内
が
岩
瀬
本
の
表
記
）

　
　
赤
餅
（
赤
も
ち
）
　
ご
さ
れ
餅
（
こ
さ
れ
も
ち
）
　
谷
わ
た
り
（
谷
渡
り
）
　
餅
粟
（
餅
あ
わ
）

　
　
長
さ
㌧
げ
（
長
大
角
豆
）
　
小
ゑ
ん
と
う
（
小
碗
と
う
）
　
み
っ
な
（
水
菜
）

　
　
み
つ
は
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も
う
り
　
　
か
も

　
　
三
菜
芹
（
三
葉
せ
り
）
　
赤
茸
（
赤
た
け
）
　
冬
瓜
（
冬
う
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ
さ
つ
き

　
　
青
梨
子
（
青
な
し
）
　
杉
（
椙
）
　
金
蓋
花
（
金
仙
花
）
　
野
胡
葱
（
野
あ
さ
つ
き
）

し
か
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
表
記
と
判
定
で
き
る
性
質
の
相
違
で
は
な
い
。

　
B
類
の
中
も
一
様
と
は
言
え
ず
、
東
博
本
は
し
ば
し
ば
他
の
二
本
と
は
異
な
っ
た
本
文
を
持
っ
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
を
り

　
　
柿
（
7
6
．
9
）
　
○
か
た
き
ろ
（
7
8
．
1
）
　
山
は
ち
。
し
ま
は
ち
（
8
3
．
2
）
　
渉
鶏
（
8
3
．
5
）

な
ど
が
独
自
に
脱
落
し
て
い
る
ほ
か
、
配
列
に
も
独
特
の
個
所
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
時
に
は
か
え
っ
て
A
類
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
せ
る
部
分
も
わ
ず
か
に
あ
る
な
ど
、
複
雑
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。

　
岩
瀬
本
と
国
会
本
と
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
。
振
り
が
な
の
有
無
や
、
変
体
が
な
の
字
形
ま
で
も
酷
似
し
て
い
る
か
ら
、
一

方
か
ら
他
方
へ
の
忠
実
な
写
し
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
判
断
で
は
岩
瀬
本
が
よ
り
古
い
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
な
お
調
査
す
べ

き
点
も
あ
る
か
ら
結
論
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
三
1
2

　
絵
図
註
書
と
の
関
連
で
、
よ
り
本
来
の
形
を
有
す
る
と
筆
者
が
考
え
る
A
類
の
二
本
の
間
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
一
方
は
ひ
ら
が

な
表
記
で
振
り
が
な
を
豊
富
に
持
ち
、
他
方
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
全
く
振
り
が
な
を
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
江
戸
の
丹
羽
正
伯
が
カ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

カ
ナ
表
記
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
確
か
な
証
拠
が
残
っ
て
い
る
が
、
藩
に
よ
っ
て
ひ
ら
が
な
表
記
を
用
い
て
い
た
ら
し
く
、
ど
ち
ら
の

か
な
字
体
が
原
本
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
判
定
は
っ
か
な
い
。
と
り
わ
け
名
疏
本
の
場
合
、
出
雲
国
の
産
物
帳
と
の
関
連
で
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
本
草
関
係
の
文
献
で
は
、
と
か
く
中
国
の
本
草
書
に
基
づ
く
非
慣
用
的
な
漢
名
を
用
い
が
ち
で
あ
る
し
、
一
殊
に

方
言
的
な
読
み
の
場
合
に
は
振
り
が
な
を
施
す
こ
と
は
あ
る
意
味
で
必
須
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
と
、
名
疏
本
の
よ
う
に
す

　
　
「
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
誇
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

べ
て
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
正
確
な
理
解
が
行
き
届
き
難
く
な
る
事
態
が
出
て
来
る
。
事
実
、
筆
者
が
名
疏
本
を
読
む
場
合
に

も
、
東
大
本
の
振
り
が
な
に
多
く
頼
ケ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
名
疏
本
の
よ
う
な
表
記
形
態
も
や
は
り
原
本
か
ら
離

れ
た
喝
改
変
さ
れ
た
表
記
と
し
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
◎

　
具
体
的
な
内
容
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
表
記
の
相
違
に
較
べ
、
両
本
の
間
に
は
意
外
に
食
い
違
い
が
少
な
い
と
い
っ
て
よ
い
、
名
疏
本

が
「
菜
類
」
か
ら
「
菜
」
「
海
藻
」
「
野
菜
」
等
を
区
別
せ
ず
、
一
般
の
項
目
と
同
様
に
追
込
み
で
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
や
や
大
き
な
相

違
で
は
あ
る
。
も
っ
と
も
、
逆
に
東
大
本
が
「
穀
類
」
の
「
小
麦
」
や
菓
類
の
「
梨
子
」
「
楴
」
「
蕪
」
等
を
見
出
し
と
し
て
い
な
い
例
も

あ
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。

　
個
別
的
な
産
物
の
配
列
の
仕
方
で
は
、
多
く
は
不
注
意
に
伴
う
誤
写
と
し
て
説
明
で
き
る
も
の
で
、
菜
類
冒
頭
部
に
お
け
る
配
列
の
乱

れ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。
東
大
本
と
名
疏
本
を
上
下
の
欄
に
対
照
し
て
示
し
て
お
く
。

　
　
嗣
東
　
大
　
本
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
名
　
疏
　
本
邊

　
　
菜
　
蕪
　
み
つ
な
　
大
根
芥
子
菜
　
　
　
　
　
　
菜
　
蕪
　
ミ
ツ
ナ
　
大
根
芥
菜
　
胡
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
ね
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
烏
芋
　
胡
麻
　
佛
掌
薯
　
や
ま
と
芋
　
　
　
　
　
　
白
胡
麻
　
黒
胡
麻
　
磐
子
　
黒
芋
　
薯
讃

　
　
何
首
烏
　
白
胡
麻
　
黒
ご
ま
　
審
子
　
　
　
　
　
　
長
イ
モ
　
佛
掌
薯
　
大
和
薯
　
何
首
烏
　
烏
芋

　
　
　
　
　
や
ま
の
い
も

　
　
里
芋
　
薯
預
　
長
い
も

も
と
も
と
、
「
胡
麻
」
を
見
出
し
と
す
る
B
類
の
体
裁
が
本
来
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
「
胡
麻
」
の
直
後
に
「
白
胡
麻
　
黒
胡

麻
」
が
並
ぷ
名
疏
本
の
順
序
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
大
本
だ
け
が
何
ら
か
の
理
由
で
混
乱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
A
類
二
本
の
間
で
食
い
違
い
が
あ
る
産
物
を
示
し
て
お
く
。
ま
ず
、
東
大
本
に
あ
っ
て
名
疏
本
に
落
ち
て
い
る
項
目
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
か
き
と
う
し

　
　
草
類
　
　
積
雪
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
く
ひ

　
　
魚
類
　
」
鯛
　
ほ
つ
か
う
　
梅
月
　
？

（
献
上
品
類
）
　
塩

右
の
六
項
目
に
過
ぎ
な
い
の
は
実
は
意
外
で
あ
る
。
一



逆
に
名
疏
本
に
あ
っ
て
東
大
本
に
欠
け
て
い
る
項
目
を
見
る
と
、

　
　
菜
類
　
　
ナ
ン
ハ
ン
コ
セ
ウ
（
「
蕃
淑
」
の
異
名
）

　
　
木
類
　
　
椛
　
漱
　
柘
榴
　
榊
　
空
木

　
　
魚
類
　
イ
サ
キ
一
タ
く
一
「
ヒ
ラ
メ
一
の
異
名
一
鱗

　
　
鳥
類
　
　
鳴
ツ
ク
ミ
（
「
鵜
」
の
一
種
」
）

　
　
虫
類
　
　
キ
リ
ム
シ
　
イ
モ
虫

の
二
一
項
目
に
上
る
。
「
臓
」
を
除
い
た
他
の
二
項
目
は
B
類
の
各
本
に
も
存
す
る
か
ら
、
東
大
本
単
独
の
脱
落
で
あ
る
こ
と
は
明
か

　
　
（
8
）

で
あ
る
。
菜
類
の
冒
頭
部
と
い
い
、
『
集
成
』
が
底
本
に
東
大
本
を
選
ん
だ
理
由
は
十
分
妥
当
と
し
て
毛
、
必
ず
し
も
こ
れ
が
最
善
本
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
ま
た
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
う
い
え
ば
、
東
大
本
に
は
変
体
が
な
の
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
と
覚
し
い
例
が
散
見
す
る
。
海
藻
類
の
「
い
て
ジ
」
（
7
5
・
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
ワ

は
「
そ
ゾ
」
の
「
そ
」
を
二
字
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
草
類
「
地
綿
」
（
8
0
。
ユ
）
の
振
り
が
な
は
岩
瀬
本
な
ど
に
よ
っ
て
「
つ
た
」

と
正
さ
れ
る
。
同
じ
く
「
さ
ね
か
っ
ら
」
（
8
0
・
3
）
は
他
本
が
す
べ
て
「
さ
る
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
誤
写
で
あ
ろ
う
。
鳥
類
の
「
く

そ
」
（
8
2
・
9
）
も
他
本
に
よ
っ
て
「
う
そ
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
一
方
の
名
疏
本
に
も
、
「
せ
ん
ろ
く
」
を
「
ゲ

ン
ロ
ク
」
（
蝸
・
1
2
）
、
「
っ
み
桑
」
を
「
ス
ミ
桑
」
（
m
・
9
）
、
「
け
い
し
」
を
「
レ
イ
シ
」
（
m
．
1
6
）
な
ど
と
変
体
が
な
の
字
形
の
類

似
に
よ
る
誤
写
が
あ
る
か
ら
、
東
大
本
だ
け
の
欠
陥
と
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
他
本
で
正
し
う
る
誤
り
は
必
ず
し
も
致
命
的
な
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
A
類
間
の
み
な

ら
ず
B
類
と
の
間
で
も
何
ら
異
同
が
見
ら
れ
な
い
項
目
に
お
い
て
、
そ
れ
で
も
な
お
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
原
本
の
実
際
を
正
確
に
伝
え
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
右
の
例
な
ど
か
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
ご
と
が
、
原
本
が
出
現
し
て
い
な
い
条
件
下
で
の
産
物
帳
調

査
の
悩
み
で
あ
る
。
安
田
健
氏
が
実
現
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
優
れ
た
伝
本
が
出
現
し
な
い
限
り
、
解
決
の
っ
か
な
い
問
題
で
は
あ
る
。

「
隠
岐
国
産
物
帳
」
の
諸
本
に
つ
い
て



二
一

　
東
大
本
の
表
紙
に
挟
ま
れ
た
紙
片
に
見
え
る
真
野
氏
を
隠
岐
の
郷
土
吏
関
係
書
の
中
に
探
し
て
い
る
過
程
で
、
田
邑
二
枝
著
『
海
士
町

吏
』
（
昭
和
四
九
年
二
一
月
）
の
次
の
記
事
に
目
が
止
ま
っ
た
、

　
　
　
海
士
郡
海
士
村
産
物
調
控
江
は
、
享
保
二
十
年
に
海
士
村
か
ら
松
江
藩
に
差
出
し
た
調
書
の
控
で
あ
る
◎

　
　
　
享
保
年
間
に
は
、
大
き
い
凶
作
の
年
が
続
い
て
い
る
。
（
中
酪
）

　
　
　
こ
の
産
物
調
べ
も
度
重
な
る
凶
作
年
に
備
え
る
飢
麓
対
策
の
な
か
の
も
の
で
あ
っ
て
、
農
作
物
の
晶
種
、
山
野
に
自
生
す
る
草

　
　
木
、
果
実
、
海
産
物
、
鳥
類
、
そ
の
他
の
生
物
を
網
羅
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
通
常
は
食
用
し
な
い
植
物
や
藻
類
ま
で
列
記
し
て
そ
の
末
備
に
「
右
の
外
菜
類
の
内
へ
書
出
晶
々
取
合
せ
を
食
用
仕
侯
」
と
結
ん

　
　
で
い
る
こ
の
調
書
の
ね
ら
い
が
や
は
り
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
海
士
村
に
自
生
し
採
取
で
き
た
荒
凶
用
食
物
の
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
第
三
編
歴
吏
第
三
章
近
世
第
五
節
「
凶
作
と
飢
麓
」
2
「
海
士
村
産
物
調
控
江
」
独
頁
）

　
獅
頁
か
ら
三
五
頁
に
わ
た
っ
て
翻
字
し
て
あ
る
調
書
を
見
る
と
、
享
保
二
〇
年
の
年
記
と
い
い
、
松
江
藩
か
ら
の
調
査
の
指
示
と
い
い
、

そ
し
て
特
に
記
事
の
内
容
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諾
本
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
田
邑
氏
が
救

荒
用
と
さ
れ
た
部
分
は
、
村
段
階
で
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
か
は
と
も
か
く
喝
江
戸
の
丹
羽
正
伯
の
指
示
に
あ
っ
た
「
城
下
町
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
は
給
不
申
侯
と
も
辺
土
之
百
姓
給
侯
物
」
す
な
わ
ち
産
物
帳
の
「
百
姓
給
物
類
」
に
相
当
す
る
記
事
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
飢

麓
対
策
の
文
書
と
考
え
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
、

　
当
該
吏
料
は
隠
岐
島
前
海
士
町
の
侶
家
村
上
家
所
蔵
の
文
書
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
文
書
が
残
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
松
江
藩
に
お
け
る
産
物
調
査
は
最
初
か
ら
国
全
体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
村
や
郡
単
位
の
報
告
を
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

み
重
ね
る
形
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
出
雲
国
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
既
述
の
産
物
帳
が
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
完
本
を
写



し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
本
吏
料
は
そ
の
準
備
段
階
に
お
け
る
村
単
位
で
の
産
物
調
査
の
記
録
と
位
置
づ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

出
雲
国
に
お
け
る
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
の
郡
別
の
冊
で
、
他
郡
が
絵
図
註
書
を
内
容
と
す
る
中
で
、
仁
多
郡
が
例
外
的
に
享
保
二
〇
年

五
月
付
の
本
帳
を
載
せ
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
四
1
1

　
本
学
部
日
本
吏
研
究
室
所
蔵
の
村
上
家
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
、
同
研
究
室
松
尾
寿
教
授
の
御
好
意
で
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
幸

い
に
も
そ
の
中
に
当
該
文
書
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
、
以
下
の
検
討
は
そ
の
写
真
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

該
史
料
（
以
下
「
村
上
家
本
」
と
す
る
）
は
仮
綴
じ
の
冊
子
で
、
大
き
さ
が
縦
1
3
セ
ン
チ
、
横
3
3
セ
ン
チ
見
当
の
横
長
の
も
の
で
、
表

紙
に
は
長
い
方
を
縦
に
し
て
「
隠
岐
国
海
士
郡
海
士
村
産
物
　
拘
江
」
と
記
す
。
墨
付
き
一
八
枚
。
第
一
紙
の
二
穀
類
」
か
ら
始
ま
っ

て
、
一
面
1
5
～
2
5
行
（
概
ね
1
8
行
前
後
）
の
範
囲
で
一
項
目
ご
と
に
改
行
し
て
掲
げ
、
末
尾
の
第
一
八
紙
裏
に
次
の
識
語
が
あ
る
。

　
　
　
右
ハ
此
度
産
物
類
御
尋

　
　
　
被
為
遊
侯
二
付
村
中
吟
味
仕

　
　
　
書
付
指
上
申
侯
処
相
違
無

　
　
　
御
座
侯
以
上

　
　
　
　
　
　
海
士
郡
海
士
村

　
　
　
享
保
廿
年
年
寄
勘
四
郎

　
　
　
　
卯
五
月
　
庄
屋
　
豊
之
進

　
「
卯
五
月
」
の
年
記
が
奇
し
く
も
先
の
仁
多
郡
の
本
帳
と
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
松
江
藩
の
示
し
た
提
出
期
限
で
も
あ
っ

た
も
の
か
。
も
っ
と
も
、
仁
多
郡
の
場
合
は
郡
役
所
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
か
ら
、
さ
ら
に
海
士
郡
の
段
階
で
編
集
が
行
な
わ
れ
た
の
か

ど
う
か
、
そ
の
辺
は
不
明
で
あ
る
。

　
一
つ
書
き
で
示
さ
れ
る
分
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
、

　
　
『
隠
岐
国
産
物
長
」
の
諾
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



一
四

　
　
穀
類
　
菜
類
　
菌
類
　
瓜
類
　
菓
類
　
木
類
　
草
類
　
竹
類
　
魚
類

　
　
貝
類
　
鳥
類
　
獣
類
　
虫
類
　
蛇
類
（
百
娃
給
物
類
）
（
献
上
物
）

　
括
弧
内
の
分
類
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
と
、
金
石
類
を
欠
く
外
は
、
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
諸
本
と
同
様
で
あ
る
し
、
何
よ
り
丹
羽

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

正
伯
の
示
し
た
書
式
例
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
点
で
、
産
物
帳
の
基
礎
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
書
式
は
厳
密
で
、
一
っ
書
き
の
類
名
か
ら
一
字
下
げ
て
「
早
稲
。
中
稲
。
晩
稲
」
な
ど
の
見
出
し
を
挙
げ
、
さ
ら
に
一
字
下
げ
て
晶
種

名
や
小
分
類
を
載
せ
て
い
る
。
異
名
が
あ
れ
ば
例
外
な
く
「
～
共
申
侯
」
と
し
て
下
に
小
さ
く
書
き
添
え
て
い
る
。
表
記
は
漢
字
ひ
ら
が

な
混
じ
り
で
、
濁
点
が
綿
密
に
施
さ
れ
、
漢
字
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
振
り
が
な
を
添
え
る
こ
と
が
あ
る
。

　
村
方
の
史
料
と
は
い
え
内
容
形
式
と
も
に
整
っ
て
お
り
、
他
の
諸
本
が
紙
幅
を
節
約
す
る
た
め
に
一
行
当
り
五
z
六
語
を
列
記
し
て
い

る
の
と
は
全
く
異
な
っ
て
本
来
の
書
式
を
残
し
て
い
る
な
ど
、
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
を
考
察
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
文
献
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
四
1
2

　
さ
て
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
も
、
村
上
家
本
の
重
要
性
が
認
め
ら
九
る
。
な
ぜ
な
ら
以
下
に
示
す
よ
う
に
『
隠
岐
国
産

物
帳
』
諸
本
の
記
事
と
重
複
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
配
列
ま
で
も
が
概
ね
村
上
家
本
と
の
間
で
同
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
も
よ
く
一

致
す
る
虫
類
に
っ
い
て
、
A
類
の
二
本
と
比
較
し
た
結
果
を
簡
単
に
纏
め
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
　
　
し
ら
み

　
1
　
収
載
項
目
の
総
数
は
七
五
で
、
異
名
三
種
と
と
も
に
A
類
の
項
目
を
す
べ
て
含
み
、
さ
ら
に
「
蚤
・
風
・
っ
＼
り
か
い
る
〔
蛙
の

　
　
一
種
〕
」
の
三
項
目
を
別
に
載
せ
て
い
る
。

　
2
　
前
に
東
大
本
独
自
の
脱
落
と
見
た
「
き
り
虫
。
い
も
虫
」
が
や
は
り
載
っ
て
い
る
。

－
3
　
配
列
も
二
本
共
通
の
配
列
と
異
な
る
の
は
一
項
目
に
過
ぎ
ず
、
他
に
四
項
目
が
東
大
本
と
異
な
る
も
の
の
、
す
べ
て
名
疏
本
の
順

　
　
序
に
は
合
致
し
て
い
る
。

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
一
　
、
，
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
1
　
　
∵



東
大
本
の
配
列
が
乱
れ
て
い
る
と
し
た
菜
類
の
冒
頭
部
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
　
同
村
上
家
本
園
　
　
　
　
丙
東
大
本
畠
　
　
　
　
　
　
　
丙
名
疏
本
】
　
　
　
　
　
　
　
丙
岩
瀬
本
】

　
　
菜
（
各
行
改
行
）
　
　
菜
（
改
行
）
　
　
　
　
菜
（
以
下
改
行
せ
ず
）
　
　
菜
（
以
下
改
行
せ
ず
）

　
　
　
か
ぷ
な
　
　
　
　
蕪
（
以
下
改
行
せ
ず
）
　
　
蕪
　
　
　
　
　
　
　
蕪

　
　
　
水
な
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ツ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
菜

　
　
大
こ
ん
　
　
　
　
　
　
大
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
し
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
し
な

　
　
か
ら
し
　
　
　
　
　
　
芥
子
菜
　
　
　
　
　
　
　
　
芥
菜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芥
子
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
イ

　
　
け
し
　
　
　
　
　
　
　
烏
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
麻
（
改
行
）

　
　
胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
こ
ま
（
改
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
ね
い
も

　
　
　
白
胡
麻
．
　
　
　
　
佛
掌
薯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
こ
ま
（
改
行
）

　
　
　
黒
胡
麻
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
芋
　
　
　
　
　
　
　
審
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
子
（
以
下
改
行
せ
ず
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
薯
積
　
　
　
　
　
　
　
　
何
首
烏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
芋

　
　
　
長
い
も
　
　
　
　
　
　
白
胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯
預
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯
讃

　
　
　
つ
く
ね
い
も
　
　
　
　
黒
ご
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
長
イ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
長
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
し

　
　
　
や
ま
と
い
も
　
　
　
　
審
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佛
掌
薯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佛
掌
薯

　
　
里
芋
　
　
　
　
　
　
　
里
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ト
イ
モ
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
い
も

　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯
預
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
首
烏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
首
烏

　
　
烏
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
長
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
島
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烏
芋

　
東
大
本
の
乱
れ
が
孤
立
的
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
村
上
家
本
は
「
何
首
烏
」
を
欠
く
以
外
は
「
け

し
」
と
「
里
芋
」
の
位
置
に
相
違
が
あ
る
だ
け
で
、
名
疏
本
や
岩
瀬
本
と
類
似
し
、
「
菜
」
「
薯
預
」
の
見
出
し
を
設
け
て
記
載
し
て
い
る

点
で
、
種
名
と
晶
種
名
と
を
区
別
し
な
い
二
本
よ
り
む
し
ろ
優
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
「
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諸
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

　
ま
た
、
諸
本
で
一
致
し
て
い
る
産
物
名
で
あ
っ
て
も
、
村
上
家
本
に
よ
っ
て
始
め
て
確
実
な
読
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
例
が
あ
る
。

虫
類
で
「
蜂
」
の
一
種
を
諸
本
「
馬
蜂
」
「
馬
は
ち
」
，
と
し
て
異
同
が
な
い
が
、
村
上
家
本
に
は
「
く
ま
蜂
」
と
あ
る
。
他
国
の
産
物
帳

　
　
ク
マ
ハ
チ

に
「
馬
蜂
」
の
例
が
あ
り
、
当
時
の
表
記
習
慣
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
諸
本
間
で
食
い
進
い
が
あ
る
場
合
に
は
当
然
有
力
な
判
定
根
拠
と
な
る
。
や
は
り
虫
類
で
言
え
ば
、

　
1
　
諾
本
「
か
ら
し
虫
」
国
会
本
「
か
だ
ら
虫
」
を
、
村
上
家
本
「
か
う
じ
虫
」
と
す
る
。

　
2
　
「
ぜ
っ
と
く
虫
」
の
二
番
目
の
異
名
が
東
大
本
「
し
や
う
と
く
」
名
疏
本
「
シ
ヤ
ウ
ラ
ク
」
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
村
上
家
本
の

　
　
「
じ
や
う
ら
く
」
に
よ
っ
て
決
し
う
る
。

　
3
　
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
を
表
わ
す
語
形
が
、
東
大
。
名
疏
・
東
博
本
「
ほ
か
り
虫
」
と
岩
瀬
。
国
会
本
「
は
か
り
虫
」
に
分
か
れ
る

　
　
が
、
村
上
家
本
「
は
か
り
虫
」
に
よ
っ
て
後
者
に
決
し
う
る
。

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
豊
富
な
濁
点
が
語
形
の
確
定
に
大
き
な
援
け
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
分
類
態
度
の
相
違
を
諾
本
と
の
比
較
で
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
村
上
家
本
で
は
所
謂
「
海
藻
」
類
は
菜
類
と
草
類
と
の
二

個
所
に
分
載
さ
れ
、
前
者
に
は
食
用
に
な
る
も
の
、
後
者
に
は
食
用
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
区
別
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

「
百
姓
給
物
類
」
相
当
の
記
載
の
中
に
、
非
食
用
の
草
類
で
あ
る
「
さ
＼
藻
。
ね
こ
の
尾
・
そ
ゾ
・
は
ジ
」
と
い
っ
た
海
藻
を
加
え
る
こ

と
に
意
味
が
あ
り
、
『
海
士
町
史
』
が
注
意
し
た
、
末
尾
に
あ
る
「
右
之
外
菜
類
之
内
へ
書
出
晶
々
取
合
せ
食
用
仕
侯
」
と
い
う
注
記
は
、

こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
で
始
め
て
意
味
を
持
っ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
諸
本
で
は
両
類
の
海
藻
を
一
っ
に
纏
め
て
し
ま
い
、
し
か
も

「
百
姓
給
物
類
」
か
ら
海
産
物
を
残
ら
ず
除
い
た
た
め
に
、
村
上
家
本
の
実
生
活
に
基
づ
い
た
せ
っ
か
く
の
工
夫
が
生
か
さ
れ
な
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
四
－
3

　
最
後
に
、
写
真
で
見
る
限
り
で
は
、

注
意
し
て
お
き
た
い
。

村
上
家
本
に
は
錯
簡
に
基
づ
く
乱
丁
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
諸
本
と
比
較
で
き
な
い
こ
と
を



　
っ
ま
り
、
諸
本
と
同
じ
配
列
に
す
る
た
め
に
は
、
第
四
紙
と
第
六
紙
の
各
々
に
っ
い
て
表
と
裏
の
記
事
を
そ
っ
く
り
入
れ
換
え
、
第
七

紙
と
第
八
紙
を
差
し
替
え
て
同
じ
く
そ
れ
ぞ
れ
裏
と
表
を
入
れ
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

　
　
四
裏
　
四
表
　
～
　
六
裏
　
六
表
　
八
裏
　
八
表
　
七
裏
　
七
表

の
順
に
読
ま
な
け
れ
ば
諸
本
の
よ
う
な
配
列
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
に
い
う
と
、
飽
く
ま
で
一
面
単
位
で
入
れ
換
え
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
面
で
の
順
序
が
前
後
逆
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
第
七
紙
表
の
末
尾
に
あ
る
「
ま
ゆ
み
」
を
第
九
紙
表
の
一
行
目
に
も
一
度
書
い
て
抹
消
し
て
い
る
事
実
は
、
修
正
し
た
配
列
で
読
む
べ

き
こ
と
を
支
持
す
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
天
地
を
逆
に
綴
じ
込
め
ば
確
か
に
修

正
し
た
面
の
順
に
な
る
が
、
記
事
全
体
も
顧
倒
し
て
し
ま
う
。
面
の
順
序
を
変
え
ず
に
、
記
事
だ
け
は
元
に
戻
し
て
写
し
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
機
会
を
得
て
実
物
で
検
討
し
た
い
。

　
『
海
士
町
史
』
の
翻
字
に
は
誤
脱
が
合
ま
れ
る
ほ
か
、
こ
の
点
の
配
慮
が
当
然
な
い
か
ら
、
利
用
に
当
た
っ
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
本
文
を
考
え
る
た
め
に
は
、
結
局
六
本
の
写
本
を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
方
言
語
彙

資
料
と
し
て
の
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
い
ず
れ
か
一
本
の
み
に
頼
る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、
A
類
を
基
本
的
な
本
文
と
し
た
上
で
そ

れ
に
B
類
や
村
上
家
本
を
勘
案
し
た
校
本
を
作
成
し
て
始
め
て
確
実
な
典
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
あ
る
。
本
稿
で
は
既
に
紙
幅
が

な
い
か
ら
そ
の
全
貌
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
別
に
機
会
を
得
た
い
と
思
う
、
本
稿
で
触
れ
な
か
っ
た
註
書
を
対
象
と
し
た

諸
本
の
比
較
の
結
果
か
ら
も
曳
A
類
と
B
類
と
の
差
異
は
大
き
い
こ
と
が
立
証
で
き
て
お
り
、
こ
れ
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。

　
本
稿
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
は
、
産
物
帳
の
原
本
が
残
っ
て
い
さ
え
す
れ
ば
不
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
岡

山
藩
や
福
岡
藩
に
は
控
え
の
原
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
復
刻
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
自
由
な
利
用
が
で
き
る
か
と

　
　
「
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諸
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

い
う
と
、
筆
者
に
は
そ
う
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
原
本
の
内
部
に
は
ま
た
別
の
問
題
点
が
潜
ん
で
い
る
と
予
想
す
る
か
ら
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
互
い
に
不
十
分
な
本
文
を
比
較
し
て
い
く
過
程
で
、
産
物
の
配
列
の
問
題
と
か
様
々
な
表
記
上
の
問
題
点
に
気
づ
く
こ
と
も
で
き

る
◎
産
物
帳
の
研
究
か
ら
は
離
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
各
写
本
の
一
っ
一
っ
を
独
立
し
た
資
料
と
し
て
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
も
可
能

で
は
な
い
か
。

／＼

　
本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
、
産
物
帳
を
利
用
し
た
研
究
の
方
向
に
つ
い
て
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。

　
筆
者
が
期
待
す
る
語
彙
資
料
と
し
て
の
産
物
帳
の
特
長
は
、
単
に
珍
し
い
名
称
を
載
せ
て
い
る
点
に
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
方
言
ら
し

く
も
な
い
共
通
語
的
な
産
物
名
と
混
在
し
て
い
る
点
に
認
め
た
い
。
語
彙
は
体
系
を
な
す
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
珍
奇
な
方
言
語
形

だ
け
を
集
め
た
文
猷
か
ら
は
決
し
て
十
分
な
資
料
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
混
在
の
中
か
ら
問
題
を
発
見
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
産
物
帳
の
編
集
に
参
画
し
た
人
々
に
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
共
通
語
的
な
処
理
に
傾
く
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
筆
者
が
重
視
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
一
種
街
学
的
な
汚
染
を
蒙
り
な
が
ら
も
な
お
か
っ
方
言
形
で
書
き
と
ど
め
た
個
所
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
が
ら
し

は
共
通
語
形
の
下
に
注
記
さ
れ
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
一
っ
だ
け
呉
体
的
な
例
を
挙
げ
よ
う
。
東
大
本
の
菜
類
に
「
蕃
淑
」

の
項
目
が
見
え
る
。
名
疏
本
以
下
の
諾
本
に
は
異
名
を
載
せ
て
お
り
、
村
上
家
本
か
ら
引
け
ば
「
な
ん
ば
ん
こ
し
や
う
共
申
侯
」
と
あ

る
。
こ
の
記
事
と
『
目
本
言
語
地
図
』
　
一
八
三
図
「
と
う
が
ら
し
」
の
分
布
図
に
お
け
る
隠
岐
島
の
「
こ
し
ょ
。
ご
し
ょ
」
を
較
べ
る

と
、
中
国
地
方
一
般
が
「
と
う
が
ら
し
」
類
で
あ
る
中
で
、
出
雲
や
伯
奮
地
方
と
並
ん
で
隠
岐
に
分
布
す
る
「
こ
し
ょ
う
」
類
の
語
も
古

く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
西
日
本
で
は
出
雲
地
方
に
孤
立
的
に
分
布
す
る
「
な
ん
ば
ん
」
類
も
、
こ
の
系
列
で
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
当
時
の
隠
岐
に
お
い
て
、
「
と
う
が
ら
し
」
と
「
な
ん
ば
ん
こ
し
ょ
う
」
の
間
で
ど
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
た

の
か
、
語
形
が
類
似
す
る
穀
類
の
「
な
ん
ば
ん
き
び
」
（
村
上
家
本
）
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
、
問
題
は
尽
き
な
い
。



　
ま
た
、
網
羅
的
な
調
査
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
逆
に
産
物
帳
に
記
載
が
な
い
事
実
に
対
し
て
積
極
的
な
意
味
づ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
『
海
士
町
史
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
享
保
二
〇
年
の
時
点
で
は
隠
岐
に
「
甘
藷
」
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
し
（
湖

頁
）
、
出
雲
の
産
物
帳
に
は
載
っ
て
い
る
「
南
瓜
」
も
見
え
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
他
国
の
産
物
帳
の
記
事
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

言
語
地
図
の
解
釈
を
さ
ら
に
正
確
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
一
国
の
産
物
帳
の
個
別
的
な
研
究
を
重
ね
な
が
ら
広
く
全
国
を
見
渡
し
た
規
模
の
研
究
に
及
ぷ
、
こ
れ
が
筆
者
の
考
え
る
産
物
帳
研
究

の
方
向
で
あ
る
が
、
困
難
は
多
い
。

　
岡
注
】

（
1
）
　
安
田
健
『
江
戸
諸
国
産
物
帳
　
丹
羽
正
伯
の
人
と
仕
事
』
（
晶
文
杜
、
一
九
八
七
年
七
月
）
参
照
。

（
2
）
　
『
集
成
』
の
解
説
「
第
七
巻
の
内
容
」
お
よ
び
注
ユ
の
著
書
を
参
照
。

（
3
）
　
安
田
氏
は
東
京
神
田
の
古
書
入
礼
会
で
、
二
度
に
わ
た
っ
て
出
雲
・
隠
岐
関
係
の
産
物
帳
の
善
本
を
見
ら
れ
た
と
い
う
。
一
九
八
○
年
に
『
出
雲

　
　
隠
岐
国
産
物
絵
図
註
書
帳
』
と
題
す
る
一
〇
冊
本
を
、
　
一
九
八
一
年
に
ホ
ー
レ
ー
文
庫
旧
蔵
の
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
『
隠
岐
国
産
物
』
な
ど
二
二

　
　
冊
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
江
戸
諸
国
産
物
長
』
4
4
頁
、
『
集
成
』
解
説
を
参
照
。

（
4
）
　
『
高
木
春
山
本
草
図
説
水
産
』
所
収
「
『
本
草
図
説
』
発
掘
明
治
十
六
年
「
水
産
博
覧
会
」
の
こ
と
」
（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
八
年
一

　
　
〇
月
）
参
照
。
な
お
、
木
村
陽
二
郎
「
江
戸
期
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」
（
朝
目
選
書
、
一
九
八
八
、
一
〇
）
に
も
一
章
が
あ
る
。

（
5
）
　
「
方
言
資
料
と
し
て
の
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
」
（
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
論
文
集
』
、
未
刊
）
－

（
6
）
　
名
疏
本
「
菊
菜
共
申
侯
」
、
東
大
本
「
き
く
菜
共
云
」
、
岩
瀬
本
「
き
く
な
と
も
」
と
あ
る
の
が
典
型
で
あ
る
。
概
し
て
名
疏
本
が
最
も
「
共
申

　
　
候
」
の
形
式
を
忠
実
に
守
っ
て
お
り
、
東
大
本
は
「
と
も
」
と
略
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
7
）
　
『
集
成
』
第
㎜
巻
所
収
の
長
州
藩
の
編
集
担
当
者
の
覚
書
「
丹
羽
正
伯
老
江
産
物
之
儀
問
合
之
覚
」
の
中
に
、
正
伯
の
次
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て

　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
此
問
被
差
出
侯
式
冊
御
調
被
成
様
、
か
た
か
な
に
て
克
御
座
侯
。
脇
々
様
者
平
か
な
に
て
被
出
侯
、
愛
許
に
て
亦
調
替
侯
故
か
た
か
な
御
尤

　
　
　
　
　
之
儀
宜
御
座
侯
。
（
一
一
〇
四
頁
）

　
　
　
　
正
伯
が
期
待
し
た
表
記
が
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
証
拠
と
な
ろ
う
。

（
8
）
　
安
田
健
氏
は
か
っ
て
名
疏
本
に
っ
い
て
「
こ
れ
は
後
世
の
写
本
で
、
誤
記
、
脱
字
、
欠
落
が
多
い
。
」
と
断
じ
ら
れ
、
筆
者
も
同
様
の
見
解
を
述

　
　
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
註
書
に
お
け
る
例
を
見
る
限
り
で
は
名
疏
本
が
粗
雑
な
書
写
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
本
帳
の
産
物
の
有
無
に
関
し

　
　
て
は
こ
う
し
た
見
方
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
隠
岐
国
産
物
帳
」
の
諸
本
に
つ
い
て

ム
九



二
〇

10912ユ1
　
『
筑
前
国
産
物
会
図
帳
』
（
西
目
本
新
聞
杜
、
昭
和
五
〇
年
六
月
）
所
収
の
附
録
「
筑
前
国
産
物
帳
並
図
取
調
等
覚
書
」
㎜
一
頁
参
照
。

　
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
の
郡
別
の
絵
図
註
書
が
如
実
な
例
で
あ
る
。
意
字
郡
で
各
項
目
に
い
ち
い
ち
村
名
を
付
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
村
段

階
で
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
欠
け
て
い
る
島
根
郡
に
は
、
別
に
武
田
科
学
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
島
根
郡
東
組
産
物

絵
図
差
出
帳
』
（
『
集
成
』
所
収
）
が
残
っ
て
い
る
。
郡
別
の
報
告
を
国
と
し
て
纏
め
る
上
で
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
の

絵
図
と
異
名
と
」
（
「
島
大
国
文
」
第
十
七
号
）
の
中
で
触
れ
た
。

　
注
9
の
「
覚
書
」
に
詳
し
い
書
式
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　
徳
川
宗
賢
編
『
目
本
の
方
言
地
図
』
中
公
新
書
、
…
…
頁
以
下
参
照
。

（
補
注
）
　
『
集
成
」
第
㎜
巻
所
収
の
「
丹
羽
正
伯
一
件
」
に
よ
る
と
、
絵
図
註
書
作
成
後
に
も
う
一
度
本
帳
を
清
書
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
は
そ
の
折
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
A
．
B
両
類
の
形
式
の
相
違
は
祖
本
に
起
因
す
る
こ
と
に
な
る
、

B
類
の
形
式




